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動物はddO系マウスを用い、抗原は BαA を生理的食塩水に溶かしたものを用いた。 Freundの in-
complete adjuvantで、BαA を免疫したマウスの抗血清を抗体とし、アミラーゼ活性中和法で定めた抗
体価より抗原抗体複合物を作った。実験の抗体測定は passive hemagglutination 法で行った。
1) 正常動物に複合物、或いは単独抗原を静注し各々の免疫原性を比較した。複合物投与群のみ顕著
な，欠抗体産生を示した。単独抗原投与群の無反応性は免疫学的寛容によるものではなかった。










5) 次に Macrophage に取り込まれた複合物の免疫性を調べた。チオグリコール酸培地注射により正


















可能性が考えられる。この上清を Sephadex G200でゲルj戸過すると exclude される分画にのみ免疫











増強することおよびその増強がマクロファージを介して起ることを確めた後、その機序を in vivo と in­
vitroの細胞培養法を利用して解析したものである。免疫原性情報の構造およびそれと免疫担当系細胞
上の受容体との相互作用に関して示唆に富む実験成績を提供したもので抗原の認識機構の一端を解明
した研究として評価される。
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